


Greater Tokyo Area

首都圏産業活性化協会本部

1998年 関東経済産業局の呼びかけにより、
「TAMA産業活性化協議会」（任意団体）設立
2001年に法人化
企業や大学などの連携を促進する団体に発展

■ ＴＡＭＡ 技術先進首都圏地域
(Technology Advanced Metropolitan Area)

埼玉県南西部、東京都多摩地区、神奈川県中央部にまたがる地域

活動地域

設立

ミッション
産学官の強固な連携の下で、地域の中堅・
中小企業の製品・サービスの開発力強化と
市場拡大、新規創業環境整備
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 AI  AI

• 従来AIは、既存のデータに基づいてタスク
を実行

• 料理に例えると、レシピに基づいて正確に
料理を作るレシピブック

• 生成AIは、学習したデータを用いて新しい
コンテンツを生成

• 料理に例えると、自分の経験を駆使して
新しい料理を作り出すシェフ
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AIを活用した経営判断の迅速化と精度向上により、競争優位性を確立します。

意思決定の迅速化と精度向上
膨大な社内データや市場統計をAIで解析し、経営判断の材料を即座に抽出できま
す。勘と経験だけでなく、データに裏付けられた戦略立案が可能になります。 

経営ダッシュボードの高度化 
複雑な数値データの推移から、異常値や成⾧の兆しを読み解き、変化の背景を要
約させることが可能です。KPIの監視と分析業務が劇的に効率化されます。 

シナリオプランニングの策定 
「売上が○%減少した場合」などの経営シミュレーションを行い、複数の対応策を
短時間で立案できます。リスク管理と機会創出の両面で経営の質が向上します。 

組織内ナレッジの可視化 
各部署に散在する情報を統合し、組織全体のナレッジを引き出すことを支援をし
ます。全社最適の視点で改善施策を実行できます。 





特殊曲げ金型 

2．解決策➀データ整形 3．解決策➁データ分析 

ChatGPT生成のVBAで
定型処理を自動化 







（１） ChatGPTに分析の観点（切り口）を提案させる

 

demo 



（２）ChatGPTによる分析・出力結果

demo 



demo 



市場・業界動向、顧客ニーズなどを迅速に調査・分析できます。 

文書作成の効率化 
営業報告書などの社内報告用の資料を自動生成できます。 

プレゼン資料の作成支援 

クライアントコミュニケーション強化 
質問への回答準備やフォローアップメールの作成を支援します。 





特殊曲げ金型 



• Deep Research
AI

•

demo 
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定型業務の自動化（RPA連携）
経費精算や請求書処理など、ルールの決まった事務作業の入力・チェック工程を
自動化できます。

社内規程・FAQの自動回答
就業規則や福利厚生に関する社員からの問い合わせに対し、AIチャットボットが
正確な箇所を参照して回答します。

「型」 に従った文書生成
文書の「型」に従って、議事録、社内通知などの下書きを生成します。

コンプライアンス・法務チェック
契約書等のリーガルチェックにおいて、リスク箇所の抽出や自社基準との乖離を
自動判定します。





   2．解決策    3．目指す姿 





（１）ChatGPTに文字起こしテキストを要約させる



demo 



（２）議事録の自動生成用プロンプト

 





生成AIによる膨大な 
特許公報の分析 

AIが自社製品との
関連性をスコアリ
ング。1件5分の 
調査を7秒に短縮 

独自プログラムに
（Python）よる
自動レポート化 



• プロンプト（指示文）の内容

（１）あらかじめChatGPTに知識として与える情報



（２）ChatGPTの出力結果（特許の有用度評価）



製造現場の暗黙知を形式知化し、次世代への技術継承を確実にします。

熟練技能の言語化
・データベース化

ベテラン社員の暗黙知（経験則
やコツ）をテキスト化し、若手
でも検索可能なナレッジとして
蓄積します。技術の属人化を解
消し、組織的な強みに転換でき

ます。

設計図面・技術 
仕様書の高速検索

過去の膨大な設計資産から、 
類似の設計資料やトラブル事例
を探し出すことができます。 
設計業務の効率化と品質向上を
同時に実現します。

マニュアルの多言語
化・最適化

海外拠点向けの技術マニュアル
を、専門用語のニュアンスを保
ったまま翻訳・編集できます。
グローバル展開における技術移
転がスムーズになります。

トラブルシューティ
ングの支援

設備故障や不良発生時に、過去
のログやマニュアルから原因を
推測し、対策を提案します。 
ダウンタイムの最小化と安定稼
働を支援します。





特殊曲げ金型 



d1 d2 
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   2．解決策    3．目指す姿 

会話から「形式知」を
自動抽出 

AIがベテランとの対話を記
録・分析し、マニュアル化 
可能な構造化知見へと変換し
ます。 



d2 d1 



活用術
 ～精度を高め、「仕組み」に変える～



生成AIをビジネスで活用するには、その精度と専門性を高めるアプローチが不可欠です。 
本スライドでは、AIの回答品質を向上させる主要な3つの手法を、実務的な観点から比較します。

まずプロンプトエンジニアリングで効果を検証し、次にカスタムAIで特定業務を最適化、 
そして本格展開時にRAGを検討する段階的アプローチが、リスクとコストを抑えつつ成果を最大化します。



1
役割 (Role)
AIの立ち位置を指定する

「あなたは熟練のマーケターです」「プロの経理担当として」

2
背景情報 (Context)
なぜこれが必要か、目的を伝える

「新商品の認知度を上げるため」「社⾧に報告するため」

3
指示 (Task)
具体的に何をさせるか

「SNSの投稿文を作って」「データの異常値を抽出して」

4
入力 (Input)
元となるデータや情報を与える

「売上CSVデータ」「会議のメモ書き」「競合のURL」

5 
形式 (Format)
出力の形を指定する

「表形式で」「箇条書きで3点」

6 
文体 (Tone)
語り口やトーンを指定する

「親しみやすく」「役員向けに厳格に」「専門用語を避けて」

7 
制約・例示 (Example)
守ってほしいルールや見本
「絵文字は2個以内」「100文字以内で」「例：～のように」



曖昧なプロンプト

出力例

分析
誰に向けた内容か不明確
結論が分かりにくい
具体性がなく、汎用的な内容
行動喚起が弱い

出力例

構成要素を含む明確なプロンプト

背景情報



一発で決めよう 
としない

AIに「もっと具体的に」など
と追加の指示を出して、ブラ
ッシュアップするのが成功の
近道です

プロンプトを 
「型」にする

成功したプロンプトは社内
で共有し、誰でも使える 
「テンプレート（GPTs/ 
Gems）」にしましょう。 

プロンプト設計は、一度コツを掴めば誰でもできるスキルです。 
今日学んだ7つの要素を意識しながら、まずは身近な業務で試してみてください。 
質の高いアウトプットが、あなたの仕事を大きく変えていくはずです。

プロンプト作成
自体をAIに指示
する

(例)「



組織展開のためには、プロンプトは書かずに「型」にする 

• 全従業員が高度なプロンプトエンジニアリングを習得するのは非現実的 

• その代わりに、中核人材が、ChatGPTの「GPTs」やGeminiの「Gems」のような業務特化の「AIア
シスタント」を作成する。 

• これにより、一般の従業員は簡単な入力だけで、AIの恩恵を受けられる仕組みを構築できる。 
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検索拡張生成
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•
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リスク管理と明日へのステップ



AIは道具であり、最終判断は人間が行 
うべきです。適切な役割分担を設定 
していないと、品質トラブルが生じま
す。 



1. 「安全を金で買う」のが最短ルート

鉄則：個人向け無償版の業務利用は原則NG

無料版は、入力したデータがAIの学習（他社への回答）に利用され
るリスクがあります。

推奨：法人向け有償ライセンス
ChatGPT Team / Google Workspace（Gemini）/ Microsoft 365 
Copilot 等の有償版を導入することで、以下の保護が得られます：

• データ非学習：入力した社外秘情報がAIの再学習に使われない
ことが規約で保証されます

• 管理機能：誰が・いつ・どのくらい使ったかを管理者が把握で
き、シャドーIT（勝手な利用）を防げます

2. 無償版を使う場合の「オプトアウト」設定
どうしても無料版から試す場合は、必ず以下の設定を行ってください。

ChatGPT
「設定」→「データコントロール」→「チャット履歴とトレーニ
ング」をOFFにする。

Gemini
「Gemini アプリ アクティビティ」をオフにする。

注意：設定をオフにしても、ベンダー側によるログ参照のために一定期間（30日程度）はデータがサーバーに保管されます。 
「絶対に入れてはいけない情報」の基準は変わりません。







1．AI導入時に守るべき「3つの禁止事項」

個人情報の入力禁止

顧客名、住所、電話番号などは必ず伏せ字
（〇〇様など）にする。個人を特定できる
情報は一切入力しないでください。

極秘技術の入力禁止

自社独自の特許に関わる技術詳細や、未公
開の提携話などは入力しない。競争優位性
を損なう情報は厳重に管理します。

「AIの回答＝正解」と 
思い込まない

AIは平気で嘘をつく（ハルシネーション）。
特に数字や法律、最新ニュースは必ず 
人間が一次ソースを確認してください。

2．運用ルール： 人間が最後は確認する （Human in the Loop ）

著作権リスクへの対策
AIが生成した文章や画像が、他者の権利を侵害していないか最終チェックを行う体制を 
構築します。特に外部公開するコンテンツについては、必ず管理者の確認を経てください。

責任の所在の明確化
「AIが言ったから」は言い訳になりません。アウトプットの責任は、常にそれを使った人間
と企業にあることを社内規程で明文化し、全社員に周知徹底します。

チェック体制の確立

• 生成物の検証プロセス
• 承認フローの整備
• 定期的な監査の実施
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いきなり全社の業務を変えようとすると失敗します。まずは確実に楽になるところから着手し、段階的に展開していきましょう。

Step 1：対象業務を決めて試行 
1～3ヶ月

メール作成、議事録、要約など、 
失敗してもリスクの低い業務で 
効果を実感します。

Step 2：部署内で共有

1～3ヶ月

成功体験をチームで共有し、GPTsや
Gemsとして仕組み化します。

Step 3：全社展開

継続的に

各部署の中核人材が横で繋がり、自
社独自の活用ノウハウを蓄積します
。

成功のポイント

失敗を恐れず、試行錯誤を通じて学ぶ
AIの回答の精度が低くても、「次はどう指示すれば良い
か？」と改善を促す姿勢が重要です。試行錯誤を通じて
学びを深めましょう。

成果を「時間」で評価
AIで業務が1時間早く終わったら、その1時間を「次の改善
」や「お客様への付加価値創出」に使うことを推奨する。



【ワーク】

自社の“時間泥棒業務”と
“眠れるデータ”を棚卸してみよう！



「AIで何ができるか」ではなく、「自社の何を変えるべきか」を明確にするワークシ
ョップです。お手元の「優先度評価シート」を使用しながら、3ステップで進めます。

Step 1
課題の洗い出し 

（8分）

Step 2

優先順位の評価 
（8分）

Step 3

隣の席の方と情報共有 
（8分）

最終的に、明日から実行に移すための最優先課題を1つに絞り込みます。



現場に潜む「時間泥棒」と「お宝データ」を書き出す

時間泥棒を探す

毎日・毎週繰り返して
いる事務作業を洗い出
します。

（例） 
• 議事録の整形作業
• 報告書の作成業務
• 見積書からの転記
• データ入力作業

お宝データを発掘

分析すれば経営に役立つ
のに、放置されている 
データを特定します。

（例） 
• 過去の不具合ログ
• お客様アンケート
• 数年分の売上推移
• 顧客対応履歴

重要なポイント

「AIでできるか」は考えず、まずは 
「現場の負担」や「経営の悩み」を 
優先して書き出してください。

業務フロー図を作成していれば、 
業務を構成するタスクの中から、 
AIに任せられそうなタスクを洗い出
すことをおすすめします。



5つの指標でスコアリングし、最優先課題を1つに絞り込みます。合計点が高いもの、または「業務の優先度」と 
「工数削減効果」が突出しているものを【最優先課題】として選んでください。

1
業務の優先度
その業務の改善は、経営や顧客にプラスの影
響を与えますか?

2
工数削減効果
浮いた時間を他の重要業務に回すことが 
できますか?

3
定型度合い
手順が決まっていて、AIが学習しやすい 
業務ですか?

4 データの蓄積
参照できるPDFやデータが手元にありますか?

5
現場の熱意
「これを楽にしたい!」という担当者の強い声
がありますか?
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